教材番号　　憲法№4
対象　　　　中・高
～市営地下鉄に専用区分車両をつくることはどこまで許されるか～
　【事例】

　　Aさんは、毎朝、Ｙ市営地下鉄を利用していた。
　　Aさんは、いつも前から2両目の車両を利用していたが、ある日から、この車両1両が「通勤ラッシュ時は女性専用車両」と定められた。

　　その理由が書かれたポスターが駅に貼られていたことから、Aさんがこれを読んだところ、「当地下鉄では、痴漢の被害が多発していたことから、その被害を少しでも減らすために、女性専用車両を設けることにしました。お客様のご理解とご了承をよろしくお願い致します。」と書かれていた。

　　たしかに、この路線は、毎朝ものすごい通勤ラッシュで、痴漢も多発していた。しかしながら、昼間はガラガラで、痴漢も発生しようがない。

　　Aさんは、その車両が階段から一番近くて便利だったことから、通勤ラッシュ時に女性専用車両にムリヤリ乗り込もうとしたところ、警備員にその車両から降りて他の車両に乗るよう指示され、渋々他の車両に乗る羽目になった。

　(1)　Ｙ市が、地下鉄の一部の車両（6両中1両）を「通勤ラッシュの時間帯は女性専用車両」と定めることは、平等について定めた憲法14条には抵触しないのか。

　(2)　女性専用車両とする時間帯を、通勤ラッシュ時に限定することなく、終日（終日）とした場合に、憲法14条には抵触しないのか。
　(3)　もしこの車両を「日本人専用車両」として、外国人は乗ってはいけないというふうにした場合に、憲法14条には抵触しないのか。
【ポイント・テーマ】

　　　憲法14条において保障されている平等原則について、何らかの必要があって扱いをおこなったとき、他の人との関係で生じた格差について、どのように考えるべきか、そしてどのようにバランスを取っていくかを、それぞれの事案で考えてゆき、本当の意味で「平等」とは何かを考えながら学んでゆくこと。
【授業の進め方】

　　　憲法14条の平等原則についてレクチャーし、ただ、一切区別扱いができないとすることは現実味を欠くことも説明する。そのうえで、合理的な区別扱いが許される場合があることを説明して、それはいかなる場合か、そしてどのように考えればバランスが取れるのかを、授業を通して考えてもらう。講師には、その際のヒントを少しずつ生徒に与えながら授業を進める。
